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医療事故情報収集等事業 「医療安全情報No.9 3 Jの提供について

平素より当事業部の実施する事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

この度、医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち、特に周知す

べき情報を取りまとめ、 8月 15日に「医療安全情報No.9 3」を当事業参加

登録医療機関並びに当事業参加医療機関以外で希望する病院に提供いたしまし

たのでお知らせいたします。

なお、この医療安全情報を含め報告書、年報は、当機構のホームページ

(http://www.med-safe.jp／）にも掲載いたしておりますので、医療事故の発

生予防、再発防止のために、貴団体の取り組みにおいてご活用いただければ大

変幸いに存じます。

今後とも有用な情報提供となるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので、何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。
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腫瘍用薬のレジメンの登録を行った際、内容を間違えて登録し、患者に投与された事
例が４件報告されています（集計期間：２０１１年１月１日～２０１４年6月30日）。
この情報は、第２５回報告書「個別のテーマの検討状況」（Ｐ９３）で取り上げた内容
を元に作成しました。

腫瘍用薬のレジメンの登録を行った際、内容を
間違えて登録し、患者に投与された事例が報告
されています。

公益財団法人 日本医療機能評価機構

腫瘍用薬のレジメンの
登録間違い

予定した
登録内容疾患名 登録した

薬剤 間違えて登録した内容

小細胞肺
がん

投与
日数

用法

単位

投与量

6日間 5日間

1000mg／m2／回
を３週間毎に１回
投与

カンプト
点滴静注

注射用
メソトレキ
セート

注射用
エンドキサン

（詳細不明）

100mg／m２ 50mg／m２

／m２ ／body

急性骨髄性
白血病

前立腺
がん

侵入奇胎

1000mg／m2／回
を週１回を３週間
投与、４週目は休薬
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、当事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
当事業の趣旨等の詳細については、当機構ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

腫瘍用薬のレジメンの登録間違い

・レジメン管理を担当する医師または薬剤師は、新規登録するレジメンの申請書に
添付されている文献等に記載された内容と照合してから登録する。
・登録したレジメンの内容を、申請した医師とレジメン管理担当薬剤師で確認した
　うえで、運用を開始する。

事例が発生した医療機関の取り組み

事 例 1

事 例 2

電子カルテ移行に伴う新システム導入の際、以前実施されていた肺がん抗がん剤の全レジメンを薬剤部で入力を行
い、診療科が内容を確認する作業を行った。「小細胞肺がんにおけるCBDCA（パラプラチン注射液）＋CＰT-11（カン
プト点滴静注）併用療法」の登録の際、カンプト点滴静注の投与量が５０ｍｇ／ｍ２のところ、１００ｍｇ／ｍ２になっている
ことに気付かず登録した。その後、登録されていた「CBDCA＋CＰT-11の併用療法」のレジメンで処方したため、患者
に予定量の２倍のカンプト点滴静注を８日間投与した。次のコースについて検討するにあたり再度投与量を確認したと
ころ、カンプト点滴静注が過量に投与されたことに気付いた。

総合評価部会の意見
・腫瘍用薬のレジメンの登録間違いは、患者に重大な影響を与える可能性があります。
・レジメンの作成時や登録時には、チェックリスト等を使用し、記入漏れや間違いが
ないことを確認しましょう。
・最終登録をする直前には、６Ｒ※を参考に、登録内容が正しいことを再度確認しま
　しょう。
※正しい患者（Right patient）、正しい薬剤（Right drug）、正しい目的（Right Purpose）、正しい用量（Right dose）、
　正しい用法（Right route）、正しい時間（Right time）です。

医師は「絨毛性疾患に対するメソトレキセート療法」を申請した際、単位の「／ｂｏｄｙ」を記入しなかった。化学療法委員会で
新規レジメンを検討する際に、単位の未記入を確認しないまま承認した。薬剤師は、新規レジメンを登録する際に
レジメンに「／ｂｏｄｙ」の記載がなかったが、添付文書の確認や申請した医師への問い合わせを行わず、「／ｍ２」と登録した。
その後、登録されていた「絨毛性疾患に対するメソトレキセート療法」のレジメンで処方したため、「／ｍ２」で計算が行わ
れ、患者に予定量の１.５倍の注射用メソトレキセート４５mg／日を５日間投与した。投与後、口内炎、骨髄抑制、発熱性好中
球減少症、脱毛などの副作用が強く原因を調べたところ、登録されたレジメンに間違いがあったことに気付いた。
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